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■美しいまちづくり条例に基づく施策体系図について 

平
成
２
１
・
２
２
年
度 

 美しいまちづくり条例（基本条例）（H21.12 制定） 

 

基本理念： 良好な景観の保全・形成・創出  環境美化の推進  市民・事業者との協働  

目 標 像： だれもが暮らしたい，訪れたいと感じる 美しいまち 高松 

 美しいまちづくり基本計画（H23.3 策定） 
 

美しいまちづくり 
審 議 会 

 

○基本理念  ○目標像  ○基本方針  ○施策 

○実現化方策       ○取組項目 
 

▼ 基本計画に定める目標を推進するための方策 ▼ 

   

   景観審議会 
   

      

平
成
２
３
年
度 

   景観計画（景観法に基づく計画）（H24.3 策定） 
  

景
観
条
例 

○景観計画区域 

○良好な景観形成に関する方針 

○良好な景観形成のための行為の制限に関する事項 

・市全域に関する事項  ・景観形成重点地区に関する事項 

○景観重要建造物・樹木の指定方針 

○屋外広告物の行為の制限に関する基本的な事項 

○協働による景観形成の仕組みと体制 

      

平
成
２
４
年
度 

   屋外広告物の行為の制限に関する事項   

屋
外
広
告
物
条
例 

 

【検討内容】 

○規制対象地域の見直し 

○色彩誘導基準の検討 

○許可基準の見直し 

○既存不適格広告物への適合促進 

○違反広告物の減尐に向けた取組強化 

 

       
       

   その他の事業等 
 

   ○喫煙禁止区域の設定（環境美化条例）  ○不法投棄防止パトロール事業 

○たかまつマイロード事業        ○屋上，壁面緑化事業     など 

 

   

○現行の屋外広告物条例の規制・誘導内容 

○屋外広告物の表示・設置状況 

○現行の屋外広告物条例における課題 

◆条例改正に向けた検討ポイント◆ 

POINT1 市全域における地域特性に応じた規制・誘導の見直し 

POINT2 規制・誘導の見直しに伴う既存不適格広告物への対応 

POINT3 適法な屋外広告物の表示・設置に向けた取組 

第 1 章 高松市屋外広告物条例の改正の位置づけ 

２．屋外広告物条例の改正に向けた基本的な考え方 

※検討ポイント別に他都市の事例等を踏まえた規制・誘導の見直し(案) 

 

 

 

 

○ 市全域における地域特性に応じた規制・誘導の見直し 

○ 規制・誘導の見直しに伴う既存不適格広告物への対応 

○ 適法な屋外広告物の表示・設置に向けた取組 

１．屋外広告物条例の改正に向けた現状整理 

３．具体的な規制・誘導内容の検討 

（許可基準） 

４．屋外広告物の適正化に向けた取組 

 

○ 高松市の土地利用規制状況（都市計画制度） 

○ 地域別・広告種類別の屋外広告物の表示・設置状況  

○ 他都市の取組状況 

改正 

改正 

第 2 章 高松市屋外広告物条例の改正フロー 

(H24.3 改正) 

(H24.7 施行) 
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１ 屋外広告物の表示・設置に関する規制内容 

（１） 規制対象地域 

区 分 区  分  内  容 

許 可 地 域 □第１種許可地域  □第２種許可地域  □第３種許可地域 

禁 止 地 域 □風致地区     □文化財保護法により指定された地域  等 

（２） 規制対象物件 

区 分 区  分  内  容 

野 立 広 告 物  □広告板   □広告塔   □アーチ広告 

建 築 物 等 
利 用 広 告 物 

 □屋上広告  □壁面広告  □突出し広告 □広告幕   □電柱広告 

簡 易 広 告 物  □立看板   □はり紙   □はり札   □広告旗 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 規制区分 

区 分 区  分  内  容 

自家用広告物 

自己の氏名，名称，店名もしくは商標または自己の事業もしくは営業の内容を

表示するため，自己の住所または事業所，営業所もしくは作業場に表示する広

告物 

一般広告物 自家用広告物以外の広告物 

 

 

 

 

第３章 現行の高松市屋外広告物条例の規制・誘導内容等 

■規制図 
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（４） 許可申請の手続き 

規制対象地域内において，屋外広告物を表示・設置する場合（適用除外を除く。）には，事前に『許可申

請書』を提出していただき，許可基準への適合審査，許可申請手数料の納付を確認の上，許可証を交付し

ています。 

■申請手続きの流れ 

事

前

相

談 

⇒ 

許

可

申

請

書

の

提

出 

⇒ 

許

可

基

準

の

適

合

審

査 

⇒ 

許

可

申

請

手

数

料

の

納

付 

⇒ 

許

可

証

の

交

付 

⇒ 

広

告

物

の

表

示

・

設

置 

継続して表示 

  する場合 

⇒ 

継

続

申

請

書

の

提

出 

除却 

する 

場合 

⇒ 

除

却

届

の

提

出 

 

 

（５） 許可期間 

対 象 物 件 許 可 期 間 

□広告幕   □立看板   □はり紙   □はり札 

□広告旗 
６０日以内 

□広告板   □広告塔   □アーチ広告 □屋上広告 

□壁面広告  □突出し広告 □電柱広告 
 ３年以内 

 

（６） 違反広告物の減少に向けた取組（是正指導） 

市全域を対象に，定期的なパトロールを実施することにより，許可基準に不適合や許可申請が未提出の

「違反広告物」を調査し，その「広告主」や「施工業者」に対して，文書や電話での是正指導を行ってい

ます。 

■是正指導の流れ 

違

反

広

告

物

の

調

査 

⇒ 

是
正
指
導
文
書
の
発
送 

許可基準に適合しないもの 

⇒ 

『是正計画書』の提出（是正期間１年間） 

※期間後に現地確認の実施 

  

許可申請が未提出のもの 

⇒ 

『許可申請書』および『顛末書』の提出 

※許可期間を短縮（指導日から１年間） 

２ 屋外広告物の表示・設置状況 

（１）市全域における屋外広告物の設置状況について 

区  分 
全 体 自家用広告物 一般広告物 

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 

市全域 35,070 100.00 31,820 90.73 3,250 9.27 

 規制地域内 17,150 48.90 15,040 42.89 2,110 6.01 

 規制地域外 17,920 51.10 16,780 47.84 1,140 3.26 

※電柱広告および簡易広告物は除く。 

（２）規制地域内における屋外広告物の設置状況について 

■規制地域内の屋外広告物の表示・設置状況（全体） 

区  分 
全 体 自家用広告物 一般広告物 

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 

規制地域内 17,150 100.00 15,040 87.70 2,110 12.30 

 

許可済 1,290 7.53 700 4.09 590 3.44 

 既存不適 220 1.28 140 0.82 80 0.46 

違反広告 2,880 16.79 1,360 7.93 1,520 8.86 

適用除外 12,980 75.68 12,980 75.68  

■規制地域内の屋外広告物の表示・設置状況（許可地域・禁止地域別） 

区  分 
全 体 自家用広告物 一般広告物 

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 

規制地域内 17,150 100.00 15,040 87.70 2,110 12.30 

 許可地域 16,500 96.21 14,480 84.43 2,020 11.78 

 

許可済 1,270 7.41 680 3.97 590 3.44 

 既存不適 210 1.22 130 0.76 80 0.46 

違反広告 2,710 15.80 1,280 7.46 1,430 8.34 

適用除外 12,520 73.00 12,520 73.00  

禁止地域 650 3.79 560 3.27 90 0.52 

 

許可済 20 0.12 20 0.12 
表示・設置禁止 

 既存不適 10 0.06 10 0.06 

違反広告 170 0.99 80 0.47 90 0.52 

適用除外 460 2.68 460 2.68  
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３ 現行の屋外広告物条例における課題（検討ポイント） 

 

 

 

 

（１） 市全域における屋外広告物の規制・誘導 

① 規制対象地域外における屋外広告物の規制 

現行の高松市屋外広告物条例の規制対象地域は，高松自動車道を初めとする主要な幹線道路沿線や

鉄道沿線，風致地区，文化財保護法により指定された地域，国立公園等に指定された地域等を対象と

しており，それ以外の地域は，規制適用の対象外としています。 

今後，景観施策の指針である「美しいまちづくり基本計画」に定める目標の実現に向け，規制対象

地域を見直し，建築物等と一体的に規制・誘導を図る必要があります。 

② 禁止地域における一般広告物の取扱 

現行の高松市屋外広告物条例において，風致地区や文化財保護法により指定された地域等について

は，禁止地域に指定し，一般広告物を表示・設置することができません。 

しかし，禁止地域内における違反広告物（一般広告物）が数多く見受けられることから，その取扱

について検討する必要があります。 

 

（２） 地域特性に応じた許可基準の設定 

① 都市計画制度に連携した許可基準の検討 

現行の許可基準については，主要幹線道路の沿線等を基本に，第１種～第３種の許可地域および禁

止地域を設定し，屋外広告物の規制・誘導を行っています。 

景観計画において，その土地利用に応じた届出対象規模や景観形成基準を設定するなど，地域の景

観特性に配慮したまちづくりを推進することとしており，屋外広告物についても，建築物の高さなど

の都市計画制度と連携した許可基準を設定する必要があります。 

 

② 屋外広告物に色彩基準の導入 

現行の高松市屋外広告物条例では，屋外広告物の表示内容である色彩や意匠等については，個人の

主観により感じ方がそれぞれ異なることから，許可基準を設定せず，規制適用の対象外としておりま

すが，その地域の景観に大きく影響を及ぼす色彩を用いた屋外広告物も数多く見受けられます。 

景観計画においては，一定規模以上の建築行為については，採用できる建物の基調色の範囲を導入

するなど，マンセル表色系による色彩基準を定め，その地域の景観特性に配慮したまちづくりを推進

することとしており，屋外広告物についても，色彩基準の導入を検討する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

（３） 既存不適格広告物への対応 

県条例において，表示・設置されていた広告物については，許可基準の見直しにより，その一部が

「既存不適格広告物」としての取扱いとなっており，現行条例への適合が課題となっています。 

今後，屋外広告物の規制対象地域や許可基準の見直しにより，新たな「既存不適格広告物」として

の取扱いとなることが想定されることから，許可基準への適合促進に向け，屋外広告物の改修に対す

る補助制度の創設等を検討する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

（４） 違反広告物の減少に向けた取組 

① 許可申請と相違のある屋外広告物への対応 

現行の高松市屋外広告物条例に基づき，屋外広告物を表示・設置する前に，許可申請書の提出を義

務づけ，その審査後に，許可証を交付していますが，近年，職員によるパトロール時に，許可申請書

に記載している表示内容や面積，高さと相違のある屋外広告物が見受けられます。 

必要に応じて，許可の取消しを行うとともに，広告主および施工業者への是正指導を行っています

が，今後，建築行為と同様に完了届の提出を義務付けるなど，その実行性を担保する必要があります。 

② 違反広告物に対する是正指導事務の見直し 

定期的なパトロール等により，許可基準に不適合や許可申請が未提出の「違反広告物」を調査し，

その「広告主」や「施工業者」に対して，文書や電話での是正指導を行っています。 

これまでの是正指導では，「広告主」が屋外広告物条例に違反していることを知らないものが多く見

受けられるとともに，是正指導に従わない「施工業者」も見受けられます。 

今後，適法な屋外広告物の表示・設置に向け，厳格な是正指導を実施するための，是正指導マニュ

アル等の策定を検討する必要があります。 

 

  

POINT３ 適法な屋外広告物の表示・設置に向けた取組 

（申請手続きの見直し，違反者への厳格な対応） 

POINT１ 市全域における地域特性に応じた規制・誘導の見直し 

（規制地域の拡大，許可基準の見直し，色彩基準の導入） 

POINT２ 規制・誘導の見直しに伴う既存不適格広告物への対応 

（適合促進に向けた補助制度等の検討） 
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１ 規制対象地域 

現行の屋外広告物条例では，高松自動車道を始めとする主要な幹線道路沿道や，鉄道沿道，風致地区，文

化財保護法により指定された地域，国立公園等に指定された地域等を対象とした，バッファー（路線）型の

規制を行っており，それ以外の地域は，規制対象外となっています。 

美しいまちづくり基本計画に定める目標の実現に向け，昨年度，策定した「景観計画」に基づく建築物等

の行為の規制対象地域と同様に，本市全域を対象とした屋外広告物の規制・誘導を図り，良好な景観形成を

進めることとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 地域特性（都市計画制度）に応じた許可・禁止地域の設定 

現行の屋外広告物条例においては，主要な幹線道路沿線等を第１種～第３種の『許可地域』，また，風致地

区や文化財保護法により指定された地域等を『禁止地域』として，許可基準を定めています。 

「景観計画」においては，用途地域等の土地利用の形態に応じた届出対象規模や景観形成基準を設定する

など，地域の景観特性に応じたまちづくりを推進することとしており，屋外広告物についても，地域の景観

特性や用途地域等の土地利用を考慮した地域区分に基づく許可基準の見直しを行うこととします。 

また，地域に応じた良好な景観の形成を推進するため，交差点規制等の上乗せ基準を設定することとします。 

（詳細は次ページ以降参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 具体的な規制・誘導内容の見直し（案） 

□規制対象地域 

区  分 
考え方 

（対象範囲） 
自家用 
広告物 

一 般 
広告物 

 
規制 区  分 地 域 特 性 対 象 範 囲 

自家用 
広告物 

一般広告物 

その他 案内用 

禁 止 地 域 
□風致地区 
□文化財周辺等 ○ × きびしい 

禁

止

地

域 

第１種 
現行の禁止地域（ただし，屋島において，
用途地域が指定されている地域を除く。） 

□現行の禁止地域の一部の区域（天然記念物（屋島）
において，用途地域を定めている地区を除く区域） ○ × × 

許 

可 

地 

域 

第１種 
□主要道路沿線 
30ｍ ○ ○ 

 
第２種 多くの人が目にする主要な交差点周辺 

□主要交差点３０ｍ以内（４車線以上の道路が交差
する交差点（商業地域は除く。）） ○ × × 

第２種 
□主要道路沿線 
30ｍ～300ｍ ○ ○ 

許 
 

可 
 

地 
 

域 

第１種 
良好な景観形成に特に配慮し，広告物の表
示を特に配慮すべき地域 

□天然記念物（屋島）において，用途地域を定めて
いる地区 ○ × ○ 

第３種 
□高速道路沿線 
100ｍ ○ ○ 第２種 

良好な景観形成に特に配慮し，広告物の表
示を配慮すべき地域 

□都市計画区域外 □景観形成重点地区 
・仏生山歴史街道 
・都市軸沿道(C) 

○ ○ ○ 

都 

市 

計 

画 

区 

域 

□用途白地地域 

 

第３種 
良好な景観形成と住環境に配慮し，適切な
規制・誘導を行う地域 

用 

途 

地 

域 

□住居系地域  ○ ○ ○ 

第４種 
良好な景観形成と経済活動との調和に配
慮し，適切な規制・誘導を行う地域 

 □景観形成重点地区 
・栗林公園周辺 
・都市軸沿道(A,B) 

○ ○ ○ 

ゆるやか 第５種 
多様な商業施設等による経済活動に配慮
し，適切な規制・誘導を行う地域 

□工業系地域 
□商業系地域 

 ○ ○ ○ 

 

禁
止
地
域 

許
可
地
域 

□現行の禁止地域は「第１種禁止地域」 

□主要交差点周辺を「第２種禁止地域」として 

新たに追加 

□現行の許可地域の区分を廃止し，土地利用（都

市計画制度）等を考慮し「第１種～第５種許

可地域」に区分 

見直し（案） 現  行 

□規制区分 

現     行  見 直 し （ 案 ） 

自家用 
広告物 

自己の名称を自己の事務所等に表示する広告物 

 

自家用広告物 現行と同じ 

一 般 
広告物 

上記以外の広告物 
一 般 
広告物 

(案内用) 事務所等への案内目的で表示する広告物（表示内容および事務所からの距離等の要件設定）【詳細は７ページ】 

  (その他) 上記以外の広告物 
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規制図（見直し案） 規制図（現行） 

都市計画図 

①市全域を対象とした規制・誘導の実施 

②土地利用(都市計画制度)に応じた許可基準の設定 

③景観形成重点地区は個別の基準を設定 
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３ 【上乗せ基準】交差点規制の見直し 

現行の屋外広告物条例では，主要幹線道路の沿道を許可地域に指定し，道路の交差角から２０ｍ以内に

おいては，一般広告物（広告板等の一部の種類）を設置することができません。 

しかしながら，交差点においては，県条例からの既存不適格広告物や建築物等の壁面を利用した広告物

などを含め，多数の一般広告物が乱立している状況です。 

交差点において，屋外広告物が乱立することは，

道路景観を阻害するとともに，交通の視認性の観点

など，安全性を阻害する一因になることから，主要

な交差点（※１）については，新たに禁止地域に指

定し，一般広告物を禁止することとします。 

また，その他の交差点についても，屋外広告物の

サイン・道標としての役割を踏まえ，一般広告物（案

内用）のみ設置を許可するなど，規制内容の見直し

を行うこととします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□交差点における一般広告物の規制内容（○：設置可能 ×：設置不可） 

現    行  見 直 し （ 案 ） 

規 制 対 象 物 件 交差点 
主要交差点 

（※１） 

その他の交差点 

その他 案内用 

野 立 

広告物 

□広告板   □広告塔 × 
× × ○ 

□アーチ広告 ○ 

建築物 

等利用 

広告物 

□壁面広告  □屋上広告 

□突出し広告 □広告幕 
○ 

□電柱広告 × 

※１…主要交差点とは，４車線以上の道路が交差する交差点(右図参照) 

新 た に 

禁 止 地 域 

に 指 定 

規 制 対 象 物 件 の 区 分 に 

関 わ ら ず 一 律 の 規 制 

一般広告物（案内用）の要件 

□面積   ： １０㎡以下（１面５㎡以下） 

□店舗距離 ： １，０００ｍ以内 

□件数   ： ４件以内（事業所（広告主）単位） 

□色彩基準 ： 適用 

□表示内容 ： 事務所の名称，事務内容，事務所までの距離，電話番号，地図 

※上記以外は表示不可（写真・絵等を含む。） 

□除外規定 ： ①商業地域を除外（案内用以外でも交差点内に設置可能。） 

□除外規定 ： ②地盤面から１５ｍ以上に設置されている広告物は，案内用以外も設置可能 

  

交差点の定義および範囲 

30ｍ 

30ｍ 

30ｍ 

30ｍ 

歩道 

歩道 

30ｍ 

停止線 

□幅員３ｍ以上の道路が交差する交差点から２ ０ ｍ 以 内 が 対 象 

□信号機を有する交差点（停止線）から３０ｍ以内（※１）が対象 

※１…道路構造令にて滞留長（赤信号での，停止線から最後尾車両までの最
大の距離）としての必要距離（３０ｍ） 

信号機 

見直し(案) 

【参  考】 
信 号 機 を 有 す る 
交差点数 (市内 ) 
約 ８ ０ ０ 箇 所 

20ｍ 

20ｍ 

20ｍ 

歩道 

歩道 

20ｍ 20ｍ 

現  行 
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主要交差点（第２種禁止地域）の位置図 

◎：主要交差点（３４箇所） 

高松市役所 

栗林公園 

レ
イ
ン
ボ
ー
ロ
ー
ド 

サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド 

国道１１号（東バイパス） 

高松西インター 

高松中央インター 

国道１１号 
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４ 【上乗せ基準】栗林公園からの眺望景観の保全 

景観計画では，国の特別名勝である栗林公園からの眺望景観の保全を目的に，栗林公園から概ね５００

ｍの範囲においては，公園内の主要な眺望地点から望見されないことを基本とし，望見されるものについ

て勧告の対象としています。 

栗林公園からの眺望景観の保全を図るため，公園内の主要な眺望地点から望見される屋外広告物を禁止

することとします。 

■位置図（栗林公園周辺景観形成重点地区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 【上乗せ基準】色彩基準の導入 

現行の屋外広告物条例では，屋外広告物の表示内容である色彩や意匠等については，規制の対象外とし

ていますが，地域の景観に大きく影響を及ぼす色彩を用いた屋外広告物も数多く見受けられます。 

建築物等の色彩については，昨年度，策定した景観計画において，一定規模以上の建築行為を対象とし

て，色彩基準を導入していることから，地域の景観に大きく影響を及ぼす屋外広告物についても，色彩基

準を導入するものです。 

具体的には，現行の禁止地域や自然景観が広がる地域，また，景観計画で定める景観形成重点地区など，

特に良好な景観の保全が必要な地域について，マンセル表色系を用いた色彩基準を導入することとします。 

 

 

◆参考資料①（景観計画で定める色彩基準（一般区域）） 

市街地景観ゾーン（用途地域指定：あり） 田園居住景観ゾーン等（用途地域指定：なし） 

 

色  相 彩 度 明 度 

Ｙ・ＹＲ・Ｒ ６以下 － 

その他 ２以下 － 
   

 

色  相 彩 度 明 度 

Ｙ・ＹＲ・Ｒ ４以下 － 

その他 ２以下 － 
   

※建築物等の基調色の範囲（ただし，２０％までは範囲外の色彩の使用可能） 

 

◆参考資料②（信号機の色彩） 

 色 相 彩 度 明 度  

□注意事項 

信号機のマンセル値は，機種（メーカー）や

光の加減によって，色合いが変化する。 

赤 ７．５Ｒ １４  ５ 

黄 ５ＹＲ １２  ７ 

青 ５ＢＧ  ９  ８ 

 

凡  例 

 対象範囲 

  

● 眺望地点 

  

国道１１号 



10 

□色彩基準 

色 相 明 度 彩 度 

全て － ８以下 

※表示面積の１／２を超える範囲に，上記の

彩度以下の色彩を使用すること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□導入範囲                   ※ ■で示す範囲に色彩基準を導入 

規 制 区 分 （ 改 正 案 ） 
自家用 
広告物 

一 般 
広告物 

禁

止

地

域 

第１種 
□現行の禁止地域の一部の区域（天然記念物（屋島）にお
いて，用途地域を定めている地区を除く区域） ● × 

第２種 
□主要交差点３０ｍ以内（４車線以上の道路が交差する交
差点（商業地域は除く。）） ● × 

許 
 

可 
 

地 
 

域 

第１種 
□天然記念物（屋島）において，用途地域を定めている地
区 ● ● 

第２種 
□都市計画区域外 □仏生山歴史街道 

□都市軸沿道（Ｃ） ○ ○ 

都 

市 

計 

画 

区 

域 

□用途白地地域 

第３種 用 

途 

地 

域 

□住居系地域  － － 

第４種 
 

□栗林公園周辺 
□都市軸沿道（Ａ，Ｂ） ○ ○ 

第５種 
□工業系地域 
□商業系地域 

 － － 

※ただし，適用範囲については，次のとおりとする。 

□適用範囲 

区 分 適  用  範  囲 

● 全ての告物に適用（交差点内における一般広告物(案内用)を含む。） 

○ 
一部の広告物 
に適用 

自家用：高さ 10ｍ以上または面積 20 ㎡(１面 10 ㎡)以上 
一０般：高さ 14ｍ以上または面積 10 ㎡(１面 15 ㎡)以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

一般的に色彩は，赤や青，黄などの色名で表しますが，色名の捉え方には個人差があり，ひと

つの色を正確かつ客観的に表すことはできません。 

このため，ＪＩＳ（日本工業規格）などにも採用されている国際的な色彩の尺度である「マン

セル表色系」を採用します。 

「マンセル表色系」では，色彩を「色相（いろあい）」「明度（あかるさ）」「彩度（あざやかさ）」

の３つの尺度を組み合わせて表します。 

●色相（いろあい） 

色相は，１０種の基本色，赤（Ｒ），橙（ＹＲ），黄

（Ｙ），黄緑（ＧＹ），緑（Ｇ），青緑（ＢＧ），青（Ｂ），

青紫（ＰＢ），紫（Ｐ），赤紫（ＲＰ）を表し，それを

１０等分します。１０色相のアルファベットとそれぞ

れの段階の数字によって，５Ｒや５Ｙなどのように表

記します。 

 

●明度（あかるさ） 

明度は，明るさの度合いを０～１０までの数値で表

し，暗い色ほど数値が小さく，明るい色ほど数値が大

きくなります。 

 

●彩度（あざやかさ） 

彩度は，鮮やかさの度合いを０～１６程度までの数

値で表し，色味のない鈍い色ほど数値が小さく，黒，

グレー，白などの無彩色の彩度は０になります。逆に

鮮やかな色ほど数値が大きく，例えば赤の原色の彩度

は１６程度となります。 

 

●マンセル値 

色彩の３属性を組み合わせて表記する記号で，下記

のように読みます。 

マンセル表色系について 

(参考１)マンセル色立体 

(参考２)マンセル色相環 

５ＹＲ ６ / ４ 
５ワイアール ６ の ４ 

（色相） （明度） （彩度） 
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６ 許可基準                         【上乗せ基準等を反映】 

地域の景観特性に配慮したまちづくりを推進するため，景観計画で定める建築行為の景観形成基準と同

様に，土地利用（都市計画制度）の規制に応じた許可基準を設定することとします。 

設定に当たっては，他都市（中核市）が，土地利用（都市計画制度）と連動した許可基準を設定してい

ることなどを踏まえ，概ね，その平均値を採用し，許可基準を見直すこととします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□禁止地域における許可基準                 ※ ■は色彩基準を導入 

区  分 対  象  範  囲 自家用広告物 一般広告物 

現  行 

（風致地区等） 

□風致地区 

□文化財周辺等 

 

○ × 

他 都 市 

（中核市平均値） 

□風致地区 

□文化財周辺等 

 

○ 
× 

案内用のみ許可 

第 １ 種 
禁 止 地 域 

□現行の禁止地域の一部の区域（天然

記念物（屋島）において，用途地域

を定めている地区を除く区域） 

○ × 

第 ２ 種 

禁 止 地 域 

□主要交差点３０ｍ以内（４車線以上

の道路が交差する交差点（商業地域

を除く。）） 

○ × 

 

◆上乗せ基準等◆ 

①栗林公園景観形成重点地区（栗林公園から５００ｍ範囲）において栗林公園内の眺望地点から

眺望される屋外広告物は禁止 

②高速道路から１００ｍの範囲において，高速道路から眺望される一般広告物は禁止 

③ ＬＥＤ（発光ダイオード）等を使用した屋外広告物のうち，表示内容が常に変化するものに

ついては，表示面積を許可基準の１／３までとする。（面積を３倍で算定） 

④壁面広告の許可基準（１面当たり○○㎡）において，複数の店舗等で構成される建築物（複合

施設）については，店舗（広告主）単位で許可基準を適用する。（自家用広告物のみ） 

□交差点から３０ｍ以内は，一般広告物（案内用）のみ許可する。ただし，交差点（主要交差点

を除く。）内に設置可能な一般広告物（案内用）の要件を満たすこと。 

一般広告物（案内用）の要件 

□面積００：１０㎡以下（１面５㎡以下）０００□店舗距離：１，０００ｍ以内 

□件数００：４件以内（事業所単位）０００００□色彩基準：適用 

□表示内容：事務所の名称，事務内容，事務所までの距離，電話番号，地図 

００００００※上記以外は表示丌可（写真・絵等含む。） 

□除外規定 ： ①商業地域を除外（案内以外でも交差点内に設置可能。） 

□除外規定 ： ②地盤面から１５ｍ以上に設置されている広告物は案内用以外も設置可能 

 

○禁止地域における一般広告物（案内用）の考え方 

他都市（中核市）では，一定規模以下（下記参照）の一般広告物（案内用）について，設置を

許可しているが，本市では，現行と変わらず許可しないものとします。 

ただし，土地利用に応じた規制・誘導を図ることから，現行の禁止地域の一部（用途地域を定

めている地区）を第１種許可地域とし，一般広告物（案内用）の設置を認めることとします。 

許  可  基  準 

□面積５㎡以下（１面２．５㎡以下）   □高さ３ｍ以下 

 

□許可地域における許可基準                 ※ ■は色彩基準を導入 

区  分 対  象  範  囲 自家用広告物 一般広告物 

現  行 

（主要道路沿線） 
 ○ ○ 

他 都 市 

（中核市平均値） 

きびしい（主に住居地域） ○ ○ 

ゆるやか（主に商業地域） ○ ○ 

第 １ 種 
許 可 地 域 

□天然記念物（屋島）において，用途

地域を定めている地区 ○ 
△ 

案内用のみ許可 

第 ２ 種 
許 可 地 域 

□仏生山歴史街道 □都市軸沿道（Ｃ） 

□都市計画区域外 ○ ○ 

都 

市 

計 
画 
区 

域 

□用途白地地域 

第 ３ 種 
許 可 地 域 

用 

途 

地 

域 

□住居系地域 ○ ○ 

第 ４ 種 
許 可 地 域 

□栗林公園周辺 

□都市軸沿道（Ａ，Ｂ） ○ ○ 

第 ５ 種 
許 可 地 域 

□工業系地域 

□商業系地域 ○ ○ 

 

商
業
地
域
を
除
外 



12 

□許可基準の見直し（案）（広告種類別）                                  ※ ■は色彩基準を導入 

区 分 
広告板（広告塔含む。） 屋上広告 壁面広告 

自家用広告物 一般広告物 自家用広告物 一般広告物 自家用広告物 一般広告物 

禁
止
地
域 

第
１
種 

□面積 20 ㎡以下 

(１面 10㎡以下) 

□高さ 10ｍ以下 

禁止 

□面積 20 ㎡以下 

□広告物の高さは建築物の高さ

の 2/3 以下 

禁止 

□１面 10 ㎡以下 

□広告物の面積は建物等の壁面

の 1/2 以下 

禁止 

第
２
種 

該当する土地利用に応じた許可

基準を適用 
禁止 

該当する土地利用に応じた許可

基準を適用 
禁止 

該当する土地利用に応じた許可

基準を適用 
禁止 

許 
 

可 
 

地 
 

域 

第
１
種 

□面積 30 ㎡以下 

(１面 15㎡以下) 

□高さ 12ｍ以下 

 

 

 

 

□面積 5㎡以下 

(１面 2.5 ㎡以下) 

□高さ 3ｍ以下 

□広告物の相互間距離 5ｍ以上 

 

□面積 200 ㎡以下 

□広告物の高さは建築物の高さ

の 2/3 以下 

 

 

 

禁止 

□１面 30 ㎡以下 

□広告物の面積は建物等の壁面

の 1/2 以下 

 

 

 

 

□１面 2.5 ㎡以下 

□高さ 12ｍ以下 

□広告物の面積は建物等の壁面

の 1/2 以下 

□広告物の相互間距離 5ｍ以上 

第
２
種 

〃 

□面積 30 ㎡以下 

(１面 15㎡以下) 

□高さ 5ｍ以下 

□広告物の相互間距離 5ｍ以上 

□交差点離隔 30ｍ以上 

 

〃 

□面積 200 ㎡以下 

□高さ 20ｍ以下 

□広告物の高さは建築物の高さ

の 2/3 以下 

□広告物の相互間距離 5ｍ以上 

□交差点離隔 30ｍ以上 

〃 

□１面 30 ㎡以下 

□高さ 12ｍ以下 

□広告物の面積は建物等の壁面

の 1/2 以下 

□広告物の相互間距離 5ｍ以上 

□交差点離隔 30ｍ以上 

第
３
種 

〃 〃 〃 

□面積 200 ㎡以下 

□広告物の高さは建築物の高さ

の 2/3 以下 

□広告物の相互間距離 5ｍ以上 

□交差点離隔 30ｍ以上 

〃 

□１面 30 ㎡以下 

□広告物の面積は建物等の壁面

の 1/2 以下 

□広告物の相互間距離 5ｍ以上 

□交差点離隔 30ｍ以上 

第
４
種 

□面積 50 ㎡以下 

(１面 25㎡以下) 

□高さ 15ｍ以下 

 

 

〃 

□面積 400 ㎡以下 

□広告物の高さは建築物の高さ

の 2/3 以下 

 

 

□面積 400 ㎡以下 

□広告物の高さは建築物の高さ

の 2/3 以下 

□広告物の相互間距離 5ｍ以上 

□交差点離隔 30ｍ以上 

□１面 50 ㎡以下 

□広告物の面積は建物等の壁面

の 1/2 以下 

 

 

□１面 50 ㎡以下 

□広告物の面積は建物等の壁面

の 1/2 以下 

□広告物の相互間距離 5ｍ以上 

□交差点離隔 30ｍ以上 

第
５
種 

〃 〃 〃 〃 〃 〃 

※上記以外の屋外広告物については，現行の『禁止地域』・『第１種許可地域』の許可基準を適用 

案 内 用 の み 許 可 案 内 用 の み 許 可 

商 

業 

地 

域 

を 

除 

外 

商
業
地
域
を
除
外 

商
業
地
域
を
除
外 
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７ 許可申請手続き 

適正な屋外広告物の表示・設置に向け，許可申請書の提出者を広告主に限定（例外規定：有）するとと

もに，広告物の表示・設置が完了した後に，「完了報告書」の提出を義務づけることとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 適用除外（許可申請手続きが不要なもの） 

適用除外の基準について，他都市（中核市）の適用除外の内容を踏まえ，自家用広告物については，広

告物単位から敷地単位の表示面積で判断するとともに，一般広告物（管理目的に限る。）についても，その

基準を見直すこととします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 許可期間 

許可期間については，規制対象物件ごとに定めており，屋外広告物を表示・設置する日から，立看板や

広告幕等については６０日以内，広告板や屋上広告，壁面広告等については３年以内と規定しています。 

□許可期間 

区   分 許可期間 

広告板，広告塔，アーチ広告，屋上広告，壁面広告，突出し広告，電柱広告  ３年以内 

上記以外の屋外広告物 ６０日以内 

 

１０ 許可申請手数料 

許可申請手数料については，屋外広告物の種別ごとに，許可申請書の審査に係る事務手数料として定め

ていますが，色彩基準の導入の伴う意匠の審査や，完了報告書の義務づけに伴う完了検査等の事務手続き

の増加に伴い，許可申請手数料を見直します。 

見直しに当たっては，許可基準と同様に他都市（中核市）の状況を参考に設定することとします。 

（１） 他都市（中核市）の状況 

□算出方法・上限額の設定および照明装置の有無による加算         ■は高松市 

区 分 
算出方法 上限額の有無 加算の有無 加算率（照明装置：無×加算率） 

面積 その他 有 無 有 無 140％ 150％ 160％ 200％ 変動 

都 市 数 41 0 4 37 25 16 1 9 2 6 7 

□許可期間                                 ■は高松市 

区分 30 日 60 日 90 日 180 日 １年 ２年 ３年 ５年 

簡易広告 28 7 4 2  

電柱広告  18 7 15 1 

広告板等  2 8 30 1 

□許可申請手数料（簡易広告物等）          【高松市の許可期間（３年等）での比較】 

区 分 はり紙 はり札 立看板 広告幕 電柱広告 ｱｰﾁ広告 気球広告 

高 松 市 400 円 250 円 400 円 550 円 350 円 3,000 円 1,000 円 

他 都 市 700 円 90 円 400 円 500 円 700 円 5,000 円 2,500 円 

□許可申請手数料（広告板・屋上広告・壁面広告等）  【高松市の許可期間（３年等）での比較】 

区 分 基本（照明装置：無） 照明装置：有 

高 松 市 
表示面積 30 ㎡(6,400 円)を基本として,10
㎡増減する度に 1,700 円加算 

表示面積 30 ㎡(8,000 円)を基本として,10
㎡増減する度に 1,800 円加算 

他 都 市 
表示面積 30 ㎡(9,200 円)を基本として,10
㎡増減する度に 2,800 円加算 

基本（照明装置：無）×150％ 

□例外規定 

電柱広告など，設置規格が県内で統一されており，その設置物件の所有者等（電柱：ＮＴＴ・四国電

力等）が限定されているものについては，所有者等からの申請でも許可することとします。 

現    行 

 

見 直 し （ 案 ） 

□除外単位：１つの広告物単位で判断 

□除外基準（自家用広告物） 

面積 30 ㎡以下かつ高さ 10ｍ以下のもの 

 

□除外基準（一般広告物） 

土地等の管理者が管理目的で設置する 

5 ㎡以下のもの 

□除外単位：１つの敷地単位で判断 

□除外基準（自家用広告物） 

許可地域：総面積 30 ㎡以下のもの 

禁止地域：総面積 10 ㎡以下のもの 

□除外基準（一般広告物） 

土地等の管理者が管理目的で設置する 

2 ㎡以下のもの 

 

□許可申請フロー 

許 可 申 請 書 の 提 出 

（申請者を広告主に限定） 

⇒ 

許

可

基

準

の

適

合

審

査 

⇒ 

（

手

数

料

額

の

見

直

し

） 

申

請

手

数

料

の

納

付 

⇒ 

許

可

証

の

交

付 

⇒ 

広

告

物

の

表

示

・

設

置 

⇒ 

完 了 報 告 書 

の 提 出 

 

添 付 図 書 

□完了写真 

□建築確認済証 

（必要な場合） 

□道路占用許可 

（必要な場合） 

 

添 付 図 書 

□位置図，配置図，意匠図 

□管理者資格証 

（必要な場合） 

□借地等契約書 

（一般広告物） 

 

 

広告種類 面 積 
判 断 基 準 

現行 見直し 

広 告 板 50 ㎡ 必 要 

－ 
屋 上 広 告 100 ㎡ 必 要 

壁 面 広 告 25 ㎡ 不 要 

突出し広告 5 ㎡ 不 要 

合   計 180 ㎡ － 必 要 

 

個別の屋外広告物（単体）の判断基準から 

敷地（総量）の総合計の判断基準へ０００ 

 

屋上広告 

壁面広告 

広告板 
突 
出 
し 
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（２） 規制対象物件（許可申請が必要な屋外広告物） 

規制・誘導の見直しに伴い，規制対象物件となる広告物は，全体の 39％（約 13,530 件）となります。ま

た,表示面積が 30 ㎡未満の広告物が全体の 93％（約 32,700 件）を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0 

5,000 

10,000 

15,000 

20,000 

25,000 

30,000 

35,000 

40,000 

45,000 

1㎡ 10㎡ 20㎡ 30㎡ 40㎡ 50㎡ 60㎡ 70㎡ 80㎡ 90㎡ 100㎡ 110㎡ 120㎡ 130㎡ 140㎡ 150㎡ 

□許可申請手数料（見直し案） 広告板等（照明装置がない場合） 

現行(高松市) 

30㎡ 6,400円 

 

現行(高松市) 

100 ㎡ 18,300 円 

 

中核市(平均) 

100 ㎡ 28,800 円 

 

－ 高松市(現行) 

－ 中核市(平均) 

－ 高松市(見直し(案)) 

中核市(平均) 

30㎡ 9,200円 

 

□規制対象件数（見込）（見直し（案）の許可基準の場合） ※簡易広告および電柱広告除く。 

区    分 
全    体 自家用広告物 一般広告物 

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 

全体 35,070 100.0 31,820  90.7  3,250   9.3 

 
許可申請必要 13,530  38.6 10,280  29.3  3,250   9.3 

適用除外 21,540  61.4 21,540  61.4 －  

□表示面積別の規制対象物件数 ※適用除外については,敷地単位での判断に見直すため見込み 

表 示 面 積 
全   体 自家用広告物 一般広告物 

件数 ％ Σ％ 件数 ％ 件数 ％ 

1 ㎡以上～  1 ㎡未満  8,564  24.4  24.4  8,006 22.8    558 1.6 

1 ㎡以上～  5 ㎡未満 15,153  43.2  67.6 13,534 38.6  1,619 4.6 

5 ㎡以上～ 10 ㎡未満  4,194  12.0  79.6  3,516 10.0    678 2.0 

10 ㎡以上～ 20 ㎡未満  3,412   9.7  89.3  3,134 8.9    278 0.8 

20 ㎡以上～ 30 ㎡未満  1,440   4.1  93.4  1,380 3.9     60 0.2 

30 ㎡以上  2,307   6.6 100.0  1,876 6.5     57 0.1 

計 35,070 100.0  2,250  90.7 3,250  9.3 

 

適用除外 
(予定) 

□許可申請手数料 

区    分 
現 行(高松市) 中核市(平均) 

照明装置：無 照明装置：有 照明装置：無 照明装置：有 

簡
易
広
告
物
等 

はり紙(100 枚)    400 

－ 

  700 

－ 

はり札(1枚)    250    90 

立看板    400   400 

広告幕    550   500 

電柱広告    350   700 

アーチ広告  3,000 5,000 

気球広告  1,000 2,500 

広
告
板
等
（
表
示
面
積
別
） 

1 ㎡未満    900 1,500    900 

照明装置：無 

× 

１５０％ 

1 ㎡以上～  5 ㎡未満  1,200 2,500  1,000 

5 ㎡以上～ 10 ㎡未満  1,700 3,000  2,400 

10 ㎡以上～ 20 ㎡未満  3,000 4,400  3,600 

20 ㎡以上～ 30 ㎡未満  4,700 6,200  6,400 

30 ㎡以上～ 

6,400円に30㎡

を超える表示面

積 10 ㎡につき

1,700 円を加え

た額(上限18,300円) 

8,000円に30㎡

を超える表示面

積 10 ㎡につき

1,800 円を加え

た額(上限20,600円) 

9,200円に30㎡

を超える表示面

積 10 ㎡につき

2,800 円を加え

た額(上限 ： 無し) 

   

◆屋外広告物手数料の見直し（案）の【考え方】について◆ 

□許可基準と同様に，広告板等（表示面積別に許可申請手数料を設定）の許可申請手数料について，

他都市（中核市）の許可申請手数料を参考に見直し，上減額を撤廃することとします。 

ただし，屋外広告物のうち約９割の広告物が表示面積３０㎡未満であることを踏まえ，３０㎡未

満の広告物（広告板等）および簡易広告物等については，現行の許可申請手数料とします。 

照明装置がない場合 
照明装置を有する場合 

基本面積 基本金額 加算面積 加算額 

30 ㎡ 9,200 円 10 ㎡ 2,800 円 照明装置が無い場合×150％ 
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１ 既存不適格広告物への対応 

本市においては，平成１１年４月１日の中核市への移行に伴い，高松市屋外広告物条例を制定し，許可

基準を見直しています。 

それまでの許可基準（香川県屋外広告物条例）において，適法に表示・設置されていた広告物について

は，その一部が「既存不適格広告物」としての取扱いとなっており，現行の屋外広告物条例に適合する広

告物と同様に許可しています。 

また，今回の規制対象地域や許可基準の見直しにより，新たな既存不適格広告物が発生することから，

経過措置期間等を見直すとともに，屋外広告物の適正化に向けた補助制度を創設することとします。 

区 分 経過措置 許可期間 許  可  条  件 補助制度 

現 行 永年 

３年更新 

(適正物件と同

様) 

①掲出物件（支柱等）の改造不可 

②表示内容の変更可能 無 

見直し 

(案) 

１０年 

（それ以降は

違反広告物） 

１年更新 ①掲出物件（支柱等）の改造不可 

②表示内容の変更可能（ただし，禁止地域

は，同一広告主に限る。） 
創設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 既存不適格広告物改修等補助制度（仮称）の創設 

既存不適格広告物の改修や撤去に対する補助制度の創設については，その導入により，適法な広告物へ

の促進が図られる可能性がありますが，導入による良好な景観の形成に及ぼす影響など，他都市での導入

状況や，その効果等を十分に勘案し，慎重に制度内容（補助率・補助限度額）について検討することとし

ます。 

（１）補助対象（既存不適格広告物）となる件数および補助対象行為 

区     分 
表示・設置件数 

備 考 （ 補 助 対 象 行 為 ） 
件数 ％ 

市全域 35,070 100.0  

 

規制対象 13,530  38.6 

 

既存不適格広告物    940   2.7 

 

許可基準不適合    900 

 

 

 

高さ    435 

表示面積    263 

設置位置     80 

色彩    122 

禁止地域等指定     40  

 
主要交差点     22 

栗林公園眺望     18 

規制対象外（適用除外） 21,540  61.4  

※表示・設置件数については,Ｈ22 年度調査結果より算出 

■補助対象行為の事例（広告種類：広告板，不適合内容：高さ） 

 ①表示板撤去    ⇒ ②支柱等改造     ⇒ ③表示板設置 

第５章 屋外広告物の適正化に向けた取組 

□見直しイメージ（経過措置期間） 

区  分 
条例 

改正 

１ 
年 
後 

２ 
年 
後 

３ 
年 
後 

４ 
年 
後 

５ 
年 
後 

６ 
年 
後 

７ 
年 
後 

８ 
年 
後 

９ 
年 
後 

10 
年 
後 

… 

規
制
対
象
地
域 

内 

適 
 

法 

 

適 
 

法 

                       

  

既
存
不
適 

                       

規
制
対
象
地
域 

外 

申
請
不
要 

 

適 
 

法 

                       

  

既
存
不
適 

                       

 

周知 

期間 

(1年) 

許可期間 

（３年） 

許可期間 

（３年） 

許可期間 

（３年） 

許可 

期間 

(３年) 

周知 

期間 

(1年) 

許可 

期間 

(1年) 

許可 

期間 

(1年) 

許可 

期間 

(1年) 

許可 

期間 

(1年) 

許可 

期間 

(1年) 

許可 

期間 

(1年) 

許可 

期間 

(1年) 

許可 

期間 

(1年) 

許可 

期間 

(1年) 

違 反 

広 告 

許可期間 

（３年） 

許可 

期間 

(1年) 

違 反 

広 告 

許可 

期間 

(1年) 

許可 

期間 

(1年) 

許可 

期間 

(1年) 

許可 

期間 

(1年) 

許可 

期間 

(1年) 

許可 

期間 

(1年) 

 

許可 

期間 

(1年) 

許可期間 

（３年） 

許可期間 

（３年） 

許可期間 

（３年） 

許可期間 

（３年） 
 

①高さ・表示面積の縮小 

②設置位置の変更 (移設 ) 

③色彩の変更(意匠変更 ) 

①設置位置の変更 (移設 ) 

対
象
行
為 

対
象
行
為 

表 示 板 

（設置） 

表 示 板 
表 示 板 

（撤去） 

支柱等（改造） 
※ 切断・加工 



16 

（２）他都市（都道府県・政令市・中核市）の状況 

□他都市の状況                 ■：最大値  ■：平均値 

区 分 

対象行為 対象地域 
補助率 

(％) 

補助限度額 

(千円) 改修 撤去 全域 
一部地域 

重点地域 禁止地域 

1 富 山 県 ( 都 ) ○ ○  ○   50% 2,000 

2 石 川 県 ( 都 )  ○  ○   50%  500 

3 奈 良 県 ( 都 ) ○ ○  ○ ○ 100% 1,000 

4 長 崎 県 ( 都 ) ○ ○  ○   40%  400 

5 熊 本 県 ( 都 ) ○ ○   ○  66% 2,000 

6 神 戸 市 ( 政 ) ○ ○  ○   33% 1,000 

7 富 山 市 ( 中 ) ○ ○ ○    33%  200 

8 金 沢 市 ( 中 )  ○ ○    50%  500 

9 長 野 市 ( 中 ) ○ ○ ○    33%  300 

10 奈 良 市 ( 中 )  ○  ○   50%  500 

11 松 山 市 ( 中 )  ○  ○   50%  500 

計 11 都市 7 11 3 7 2   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

３ 是正指導事務の見直し 

定期的なパトロール等の実施により，許可基準に不適合や許可申請書が未提出の「違反広告物」につい

ては，その「広告主」や「施工業者」に対して，文書や電話での是正指導を行っています。 

これまでの是正指導では，「広告主」が屋外広告物条例に違反していることを知らないことや，是正指導

に従わない「施工業者」も見受けられることから，特に違反を繰り返す施工業者や広告主に対し，厳正な

是正指導を実施するため，「是正指導事務処理要綱（仮称）」を策定するとともに，新たに悪質な施工業者

の氏名公表制度を導入することとします。 

また，計画的に違反広告物を把握するため，是正指導調査計画（仮称）を策定することとします。 

（１）違反広告物に対する現行の屋外広告物条例の規定 

□是正指導等の流れ 

広 告 主  是

正

指

導 

 
是

正

勧

告 

 氏 名 公 表 ⇒ 措 置 命 令 ⇒ 
違 反 明 示 
( シ ー ル 貼 付 ) 

⇒ 
罰

則 

          

施 工 業 者    
氏 名 公 表 
(※１) 

 営 業 停 止  登 録 取 消  

※１…施工業者に対する『氏名公表』を導入。 

 

□是正指導等の内容 

区  分 是  正  指  導  の  内  容 

広 告 主 □違反広告物の適正化に向けた是正指導 

施 工 業 者 □広告主から違反広告物の表示・設置を依頼され，施工した行為に対する是正指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆高松市既存不適格広告物改修等補助制度（案）について◆ 

本市においては，「美しいまちづくり基本計画」に定める目標の実現に向け，規制対象地域を市

全域に拡大することや，許可基準の見直し，色彩基準の導入等，これまでの規制・誘導内容から

大幅な見直しをすることにより，多数の既存不適格となる広告物が発生します。 

市民・事業者からの御意見や他都市の状況等を踏まえ，既存不適格となる広告物に対し，他

都市と比較しても手厚い補助制度を創設し，その適正化に向けた取組を強化することとしま

す。 

◆ ◆ 補 助 制 度 の 考 え 方 ◆ ◆ 

□基準不適合となる広告物については，改修・撤去に対する費用の一部（限度額：有）を補

助することとします。 

□新たに禁止地域に指定する「主要交差点」や「栗林公園から眺望される広告物」については，

良好な景観形成を図る重要な地域であることから，早期に撤去する場合には，その費用の全

部（限度額：有）を補助することとします。 

□補助率や補助限度額については，実情を踏まえ，改修や撤去に必要な費用等を十分に精査した

上で，慎重に設定することとします。 

是正指導事務処理要綱（仮称）による厳格な対応 

中核市 

◆ ◆ 是 正 指 導 事 務 の 考 え 方 ◆ ◆ 

□違反広告物の減尐に向け，毎年，屋外広告物適正化旬間の初日（９月１日）に，市民・事業者に

対し，規制・誘導内容の重点的な周知・啓発を実施することとします。 

□同日（９月１日）に，違反広告物を表示・設置している『広告主』に対し，『是正指導（是正計

画書等の提出要請）』を実施することとします。 

□厳正な是正指導を実施するため，毎年，５～７月（３ヶ月間）を重点調査期間に設定し，違

反広告物を調査することとします。 

□広告主からの是正計画書等の提出により,『施工業者』が判明した後，施工業者に対し，是

正指導を実施することとします。 
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（２）違反広告物の調査 

重点調査期間（５～７月）において，違反広告物を調査するに当たり，その調査体制や調査地域を定め，

厳正な是正指導を実施することとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□違反広告物調査地域 

 調 査 地 域 調査地域 

景観形成重点地区 
 

 

・栗林公園周辺 

・都市軸沿道 

・仏生山歴史街道 

市街地景観ゾーン 
 

田園居住景観ゾーン 

山地丘陵地景観ゾーン 

海・島しょ景観ゾーン 

 

４ 継続的な周知啓発 

違反広告物の減尐に向け，屋外広告物に関する規制・誘導内容について，ホームページや広報紙（広報

たかまつ）に掲載し，市民・事業者に継続的に周知啓発を実施するとともに，屋外広告物の表示・設置に

関係する広告主，施工業者や各種団体等を対象として，『説明会の開催』や『周知啓発文書の送付』を実施

することにより，条例適合状況を向上させることとします。 

 

５ 表彰制度（美しいまちづくり賞（旧都市景観賞）） 

美しいまちづくりに特に寄与している建築物や屋外広告物の所有者等や，美しいまちづくりに関し，そ

の活動が特に顕著であると認められる団体等を「高松市美しいまちづくり賞（旧都市景観賞）」として，お

おむね４年ごとに表彰することとしています。（次回の表彰は平成２７年度予定） 

今後も，美しいまちづくり賞の一環として，高松のまちの顔となる優れた「屋外広告物」を表彰するこ

とにより，景観に関する市民・広告主・屋外広告物事業者の意識を高め，良好な景観の保全と創造を図っ

ていくこととします。 

■平成２３年度 高松市美しいまちづくり賞 表彰作品 

 

①仏生山歴史街道 高尾邸 ②法然寺 五重塔 ③高松丸亀町弐番街・参番街 

④甘味茶寮ほとり・ギャラリー

ほとり 

⑤男木島の魂／男木交流館 ⑥香川大学幸町 南キャンパス

緑地整備 

 

⑦ゆめ 花 未来ロード 

～春日川と仲良く～ 

⑧小山池公園管理委員会 ⑨街並みへの豊かな空地の提供 

 

６ 屋外広告物デザインガイドライン（仮称）の策定 

屋外広告物条例の規制対象となる広告物については，より周辺の景観と調和した広告物となるよう，許

可基準の解説や配慮事項等を定め，広告主や施工業者が広告物の設置を検討する際の参考例・工夫例とし

て活用できる「高松市屋外広告物デザインガイドライン（仮称）」を策定することとします。 

◆ 違 反 広 告 物 の 調 査 の 考 え 方 ◆ 

■調査体制 

□重点調査期間（３ヶ月間）において，１班２名体制で調査することします。 

■調査地域 

□市全域の屋外広告物（約３５，０００件）を調査し，厳正な是正指導を実施する必要があるが，

美しいまちづくり（良好な景観形成）に及ぼす影響を考慮し，特に，良好な景観形成を推進する

重要な地域である，景観計画に定める『景観形成重点地区』から実施することとします。 

□景観形成重点地区における，条例適合状況（許可申請書の提出率等）に一定の成果が得られた後，

順次，調査地域を拡大していくこととします。 

順

次

拡

大 

初 年 度 

調 査 地 域 

□建築物等に関するもの 

①仏生山歴史街道 高尾邸 ②法然寺 五重塔 ③高松丸亀町弐番街・参番街 

④甘味茶寮ほとり・ギャラリー

ほとり 

⑤男木島の魂／男木交流館 ⑥香川大学幸町 南キャンパス

緑地整備 

□活動等に関するもの 

⑦ゆめ 花 未来ロード 

～春日川と仲良く～ 

⑧小山池公園管理委員会 ⑨街並みへの豊かな空地の提供 
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年  月  日 会  議  等 審  議  内  容  等 

平成 24 年 5 月 23 日 第１回 景観審議会 現行の屋外広告物に関する課題について 

平成 24 年 7 月 30 日 第２回 景観審議会 見直しに向けた基本的な考え方について 

平成 24 年 10 月 9 日 第３回 景観審議会 規制・誘導内容の見直し（素案）について 

平成 24 年 11 月 2 日 説明会の開催 〃 

平成 24 年 11 月 5 日 参考意見の募集 募集期限：平成 24 年 11 月 30 日 意見数：205 件 

平成 25 年 1 月 29 日 第４回 景観審議会 参考意見を踏まえた見直し（案）について 

平成 25 年 2 月 15 日 市議会建設水道調査会 〃 

平成 25 年 2 月 25 日 ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ･ｺﾒﾝﾄの実施 募集期限：平成 25 年 3 月 15 日 意見数：0件 

平成 25 年 3 月 26 日 第５回 景観審議会 見直し（案）および附帯意見を市長に提出 

 

■景観審議会からの附帯意見 

１ 違反広告物の減少に向けた取組の強化について 

違反広告物の広告主や施工業者に対しては、公平性・透明性を確保した上で、厳正な是正指導を講じるととも

に、違反広告物の減尐に向け、より実効性ある対応が図られるよう、取組の強化に努められたい。 

２ 不適格となる広告物に対する補助制度の創設について 

規制・誘導内容の見直しにより、不適格となる広告物については、できるだけ早期の改修が図られるよう、効

果的な補助制度の創設を検討されたい。 

３ 規制・誘導内容の定期的な見直しの検討について 

屋外広告物の規制・誘導内容については、総合計画などの上位計画や、都市計画に定める土地利用の規制と整

合性を図りながら、定期的に、地域の実情を把握し、その見直しに努められたい。 

特に、住居系の用途地域においては、先進都市における取組事例等を参考に、よりきめ細やかな規制・誘導方

策について検討されたい。 

４ 市民等への周知・啓発について 

屋外広告物の規制対象地域を市全域に拡大するなど、規制・誘導内容の大幅な見直しとなることから、改正す

る屋外広告物条例の施行に当たっては、十分な周知期間を設け、市民・事業者等に対し、適切な周知・啓発に努

められたい。 

５ 美しいまちづくりの推進について 

美しいまちづくりの実現に向けては、市民や事業者との協働の下、一体的に取り組む必要があることから、あ

らゆる機会を捉え、効果的な情報発信等に努めるとともに、引き続き、関連する施策・事業等の推進に努められ

たい。 

 

 

 

 

 

第６章 規制・誘導内容の見直しに関するこれまでの経緯 第７章 今後のスケジュール（案） 

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月

○ ◎

条
例
改
正
（

案
）

補
助
制
度
（

案
）

○

是
正
要
綱
（

案
）

○

条例改正に向けた検討事項

平成２５年 平成２６年

事項

屋外広告物条例関係

屋
外
広
告
物
条
例

条例改正手続き

・検察協議

・例規審査等

条例改正

（９月議会）

条例

施行

是正指導事務処理

要綱（仮称）の検討

説

明

会

の

開

催

（

屋

外

広

告

物

の

改

正

内

容

の

周

知

啓

発

）

周知期間（６ヶ月）

既存不適格広告物

改修等補助制度

要綱（仮称）の検討

屋
外
広
告
物
の
規
制
・
誘
導
内
容
の
見
直
し
（
案
）
等
の
提
出

要綱

制定

要綱

制定
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区   分 
面  積 建築物の規制内容 

ha ％ 高さ 建蔽/容積率 

市全域 37,514 100.0  

 

都市計画区域 23,980 63.9  

 

用途地域 6,427 17.1  

 

商業地域 265 0.7 - 80/600 

近隣商業地域 432 1.2 - 80/300 

工業専用地域 156 0.4 - 60/200 

工業地域 191 0.5 - 60/200 

準工業地域 1,134 3.0 - 60/200 

第一種住居地域 1,300 3.4 - 60/200 

第二種住居地域 438 1.2 - 60/200 

準住居地域 94 0.3 - 60/200 

第一種中高層住居専用地域 941 2.5 - 60/200 

第二種中高層住居専用地域 440 1.2 - 60/200 

第一種低層住居専用地域 887 2.4 10m 60/100 

第二種低層住居専用地域 149 0.4 10m 60/100 

用途白地地域 17,553 46.8  

 

用途白地地域 3,060 8.2 - 70/200 

特定用途制限地域(幹線沿道) 950 2.5 12m 60/200 

特定用途制限地域(一般) 13,543 36.1 10m 60/100 

都市計画区域外 13,534 36.1 - - 

※建築物の規制内容については，代表的な基準を記載。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料 高松市の土地利用規制状況（都市計画制度） 

■都市計画図 

都市計画制度に基づき，良好な市街地景観の形成を目的に，地区別に建築できる建築物の用途や高さ等の制限を設けており，郊外部に行くほど，大規模な建築物を建築す

ることはできなくなっています。 

都市計画区域 
(23,980ha) 

用途白地地域 
(17,553ha) 

用途地域 
(6,427ha) 

用途白地地域 
（特定用途制限地域） 

(14,493ha) 

本市では，行政面積３７，５１４ha の約６４％（23,980ha）を都市計画区域に指定していますが，このうち用途地域（約 6,427ha）については，良好な市街地環境の形成や都市における住居，商業，工業などの適正

な配置による機能的な都市活動の確保を目的として，建築物の用途や建ぺい率，容積率，高さなどの形態を規制・誘導するための基準を定めています。 

また，郊外部の用途白地地域（約 17,553ha）のうち，約８３％（14,493ha）については，特定の用途の建築物を規制する特定用途制限地域を指定しています。 


